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令和３年度　会派別収支状況

経費項目 説明

会 派 名 ・ 人 数 （令和 ４年 ３月３１日現在）

合計政和会 市議会
公明党

フォーラム
小平

日本共産党
小平市議団

生活者
ネットワーク 一人会派の会 まちづくり市民こだいら

７人※ １ ６ 人 ４ 人※ ２ ３ 人 ３ 人 ３ 人※ ３ １ 人

交付決定額（Ａ） ２,４６０,０００ ２,１６０,０００ １,４１０,０００ １,０８０,０００ １,０８０,０００ １,１４０,０００ ３６０,０００ ９,６９０,０００

支
　
出

調査研究費 会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査
研究及び調査委託に関する経費 ９８,５９０ ０ ４２,５０４ ０ ６４,６８０ ３２,７９６ ２,２１２ ２４０,７８２

研修費 会派が研修会を開催するために必要な経費及び団
体等が開催する研修会の参加に要する経費 ０ ０ ０ ６,１００ ３６,８４０ ６８,１８０ ０ １１１,１２０

広報費 会派が行う活動及び市政について市民に報告する
ために要する経費 １,７９４,８２１ １８６,２０８ ８０２,０１５ ８８９,９８２ ６５２,０００ ０ １７２,８９２ ４,４９７,９１８

広聴費
会派が行う市民からの市政及び会派の活動に対す
る要望、意見の聴取、市民相談等の活動に要する
経費

０ ０ ０ ２１５,８２０ ０ ０ ０ ２１５,８２０

要請及び
陳情活動費 会派が要請及び陳情活動を行うために必要な経費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

会議費
会派が行う各種会議を開催するために必要な経費
及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への
会派としての参加に要する経費

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

資料作成費 会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費 １,９８０ １２８,０９６ ４４,５５１ ２,９４７ １０,９９５ １３,５１１ ３５５,８００ ５５７,８８０

資料購入費 会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要
する経費 ６４,６８０ １０３,１２０ ９８,２８０ ６２,２５４ ９７,９４０ １６１,２２５ ６,６９２ ５９４,１９１

人件費 会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

事務所費 会派が行う活動に必要な事務所の設置及び管理に
要する経費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

支出合計（Ｂ） １,９６０,０７１ ４１７,４２４ ９８７,３５０ １,１７７,１０３ ８６２,４５５ ２７５,７１２ ５３７,５９６ ６,２１７,７１１

返還額（Ａ－Ｂ） ４９９,９２９ １,７４２,５７６ ４２２,６５０ ０ ２１７,５４５ ８６４,２８８ ０ ３,７４６,９８８

※ １ 　令和 ３年 ４月に議員 ２人が加入しました（当初人数は ５人）。これにより、当初交付額１,８００,０００円から６６０,０００円が増額となりました。
※ ２　�令和 ３年 ４月に議員 １人が加入しました（当初人数は ３人）。これにより、当初交付額１,０８０,０００円から３３０,０００円が増額となりました。また、令和 ３ 年 ５ 月に議員

１人が辞職し、議員 １人が加入しました。これによる交付額の変更はありません。
※ ３　令和 ３年 ５月に議員 １人が離脱しました（当初人数は ４人）。これにより、当初交付額１,４４０,０００円から３００,０００円が減額となりました。

令和３年度決算

（市長提案の説明要旨）

特別委員会を
設置

　

令
和
３
年
度
の
決
算
議
案
が
９
月

定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
審
査
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
は
１０

月
１１
日
か
ら
４
日
間
開
催
さ
れ
、
い

ず
れ
の
議
案
も
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
今
後
、
１２
月
定
例
会

初
日
に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
そ
の

後
採
決
す
る
予
定
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

歳
入
総
額
８
百
３０
億
１
千
８
百
６１

万
７
千
円
、
歳
出
総
額
７
百
６７
億
６

百
６８
万
１
千
円
、
実
質
収
支
６３
億
１

千
百
９３
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
は
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
個
人
市
民
税
や
固

定
資
産
税
が
減
と
な
り
、
２
年
連
続

で
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
様
々
な
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
対
応
に
つ
い
て
迅
速
な
取
組
に
努

め
た
ほ
か
、
第
四
次
長
期
総
合
計
画

に
沿
っ
た
事
業
と
し
て
、
保
育
園
の

待
機
児
童
対
策
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
新

設
、
市
立
学
校
体
育
館
へ
の
冷
暖
房

設
備
導
入
に
向
け
た
基
金
の
設
置
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向

け
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
等
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
認
知

症
支
援
体
制
の
充
実
、
公
園
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
や
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
税
収
入
が
２
年
連
続
し
て
前
年

度
を
下
回
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
先
行
き
が
い

ま
だ
見
通
せ
な
い
中
、
物
価
の
高
騰

に
よ
る
影
響
も
続
い
て
お
り
、
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
市

民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
真
に
必
要
と

さ
れ
る
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
今

後
も
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百
７７
億
７
千
９
百
７９
万

３
千
円
、
歳
出
総
額
百
７４
億
１６
万
８

千
円
、
実
質
収
支
は
３
億
７
千
９
百

６２
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行

に
伴
い
、
被
保
険
者
数
が
減
少
す
る

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
受
診
控
え
の
反

動
に
よ
り
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
徴
収
率
の
向
上
も
あ

り
、
国
民
健
康
保
険
税
が
前
年
度
に

比
べ
３
千
９
百
９３
万
円
、
１
・
１
％

の
増
、
一
般
会
計
繰
入
金
は
１８
億
７

千
５
百
万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
前
年

度
に
比
べ
８
億
６
千
２
百
７２
万
８
千

円
、
８
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
４４
億
４
千
７
百
５２
万
１

千
円
、歳
出
総
額
４４
億
３
百
５９
万
円
、

実
質
収
支
は
４
千
３
百
９３
万
１
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
被
保
険
者
数
の
増
な

ど
に
よ
り
保
険
料
が
前
年
度
に
比
べ

１
千
８
百
１６
万
４
千
円
、
０
・
８
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
療
養
給
付
費
負
担
金

の
減
な
ど
に
よ
り
広
域
連
合
納
付
金

が
前
年
度
に
比
べ
２
千
百
６３
万
４
千

円
、
０
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
者
は
２
万
３
千
８
百
８４
人
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
１９３
人
、
０
・
８
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百
５２
億
４
千
３
百
６１
万

６
千
円
、
歳
出
総
額
百
４８
億
６
百
１１

万
３
千
円
、
実
質
収
支
は
４
億
３
千

７
百
５０
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
介
護
保
険
料
の
改
定

等
に
よ
る
保
険
料
の
増
な
ど
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
６
・
３
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
要
介
護
等
認
定
者
数

の
増
等
に
伴
う
保
険
給
付
費
の
増
に

よ
り
前
年
度
に
比
べ
６
・
５
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者
数
は
４
万
６
千

４７
人
、
要
介
護
、
要
支
援
の
認
定
者

数
は
９
千
７
百
８
人
と
な
り
、
と
も

に
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

　

収
益
的
収
入
は
４２
億
１
千
百
７８
万

３
千
円
、
収
益
的
支
出
は
３６
億
８
千

３
百
２５
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
入
は
６
億
３
千
９
百
万
円
、

資
本
的
支
出
は
１４
億
３
千
７
百
１８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
次
下
水
道
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

重
点
施
策
と
な
る
浸
水
対
策
、
下
水

道
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
を
中
心

と
し
た
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
地

震
対
策
で
は
、
重
要
な
管
路
の
耐
震

化
設
計
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
＝
委
員
長　

○
＝
副
委
員
長

■
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　

◎
鈴
木　

洋
一　

○
き
せ
恵
美
子

石
津
は
る
か　
　

岡
田
し
ん
ぺ
い

川
里　

富
美　
　

さ
と
う
悦
子

佐
藤　
　

徹　
　

津
本　

裕
子

橋
本　

孝
二　
　

橋
本　

久
雄

細
谷　
　

正　
　

山
田　

大
輔

■
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
決

算
特
別
委
員
会

　

◎
幸
田　

昌
之　

○
吉
本
ゆ
う
す
け

虻
川　
　

浩　
　

伊
藤　
　

央

鈴
木
だ
い
ち　
　

外
山
ま
な
み

比
留
間
洋
一　
　

福
室　

英
俊

水
口
か
ず
え　
　

安
竹　

洋
平

山
浦
ま
ゆ
み　
　

山
岸
真
知
子

各会派の収支報告書や領収書等は、議会図書室でご覧いただけるほか、ホームページでも公開しています。
詳しくは小平市議会のホームページをご覧ください。

政 務 活 動 費 収 支 報 告
令和３年度の政務活動費について、収支を報告します。

　政務活動費とは、地方自治法第１００条第１４項から第１６項まで及び小平市議会政務活動費の交付に関する条例の規定により、議員の調査研究その他
の活動に資するため、必要な経費の一部として、議会における会派に対して交付されるものです。
　会派の所属議員数に応じ、 １人当たり月額 ３万円を乗じた金額がその年度に交付されます。交付を受けた会派には、年度終了後に政務活動費収支
報告書を提出することが義務づけられています。

政務
活動費
とは

単位：円


